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2Wa－6 入・起床時における温熱環境を中心に見た睡眠環境実態

大阪青山短大　宮沢　モリェ

住　　居

　目的　睡眠をとることは、本来、ごく日常的なものであるが故に、連続した毎日の実態を調

査することが重要と考える。そこで、あくまで日常生活における睡眠環境実態をとらえようと

考え、６月から12月にわたる７ヶ月間、入・起床時に毎日の睡眠環境や睡眠状態等についての

調査を行った。本報告では。温熱環境を中心に分析、考察する。

　方法　m査は入・起床時にアンケート記入および室温、口腔温の測定を行った。調査期間は

1993年6月１日から12月31日までの計214日間である。調査対象者は女子短期大学生2年の5名で

ある。温熱睡眠環境の実態を見るために寝室の温・湿度、人体側の要素として口腔温度を測定

した。寝室の温･ ri度はアウグスト乾湿計で、口腔温度は婦人体温計を用いた。申告内容は室

温評価、湿気感、温冷感、疲労感、疲労原因。寝具からの身体暴露状態、汗、冷え・ほてり等

である。入・起床時に各々の申告をし、かつ、起床時には睡眠満足度、睡眠経過、覚醒原因な

どの申告もあわせて記入してもらった。

　結果　6月から12月に入・起床時における睡眠環境の実態調査において、温熱環境を中心に考

察した結果は以下の通りである。

　1)室温が約22°CJy.上になると寝具からの身体暴露部位の増大が顕著になる。

　2)全身温冷感の中性申告時室温では、ほぼ22±3°Ｃが中性申告の範囲である。

　3)室温評価において約11－29°Cは睡眠の質を著しく損なわない程度の許容範囲にある。

2Wa－7 女子短大生の日常生活における音響暴露量

国立公衆衛生院　○長田泰公

且的　生活時間帯別の音暴露レベルを測定し、生活時間データから１日の音響暴露量を推

定し、保健衛生の立場からの考察を加える。

左法　女子短大生６名に１こま1 5分のスケールをもつ時間記録用紙をもたせて１日の行

動を記録させた。同時に騒音暴露計ＮＢ１３Ａ（ＲＩＯＮ）を携行させて騒音レベルを連

続収録し、S V －1 2、パソコン9 8 ノート(NEC）、プリンタAP6 0 0 （EPSO

Ｎ）によって１分毎のレベルを打ち出させた。また１日の生活のうち最も騒音レベルの高

かった電車通学中の騒音については、積分型精密騒音計NL－1 4 （RI ON）とプリン

タＣＰ－１０（ＲＩＯＮ）によってレベルと周波数分布を測定させた。

結果　生活行動別に音響暴露レベルを整理してみたところ、最も高かっだのは電車通学時

で、平均約7 6d BA （等価騒音レベル、､以下同じ）であった。次いで学校内で食堂内で

7 4d BA、授業中もかなり高い。家でのレベルは概して低いが、５０～６０ｄＢＡであ

った。ＴＶの聴取レベルは番組によって異なるが、バラエティで6 5、ドラマで5 OdB

Ａ前後であった。睡眠中のレベルは騒音計によって記録したが、3 0～3 5d BAであっ

た。６名での１日の音響暴露レベルはパワー平均で約6 8d B Aであった。また昨年末学

会で報告した同校3 3 0名の生活時間調査（第4 6回大会研究発表要旨集18 5頁、Jp

１０）の結果に今回のデータを適用してみると、１日平均6 7 d BAとなった。このレベ

ルは一般人での聴力保護のためのガイドライン（ＥＰＡ）の７０ｄＢＡに近い値である。
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